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(54) Title: HEADPHONE DEVICE

(54) 発明の名称 ：へッドホン装置

(57) Abstract: [Problem] ο provide a headphone device that i s
equipped with an ear pad to be inserted into an ear, i s electrically
connected to a player device via a cable and outputs an audio signal
which i s output from the player device, with which it i s possible to
improve in-ear wearability and prevent a pain fi"om being caused in
side the ear. [Solution] The headphone device i s equipped with: a
driver unit that i s fixed to a housing and has a diaphragm for emit -
ting a sound of an audio signal; and a nozzle section that i s fixed to
the housing at one end, holds an ear pad at the other end, has a hol
low interior, and i s formed so as to slope ：from the part where the
nozzle i s fixed to the housing toward the tip of the nozzle section at
a predetermined angle with respect to the housing.

(57) 要約：【課題】 耳の内部に挿入するィャ一パッド
を備え、ケーブルを介 して再生装置 と電気的に接続
し、再生装置から出力されたオーディオ信号を出力す
るへッ ドホン装置において、耳への装着性を向上する
と共に、耳の内部に痛みを生 じさせて しまうことを防
止することができるへ ッ ドホ ン装置 を提供す る。
【解決手段】 ハウジングに固着 しオーディオ信号を

放音する振動板を有する ドライバ一ュニッ 卜と、一端
が前記ハウジングに固着され他端にィャ一パッ ドを保
持 し、内部が空洞であって当該ハウジングに固着 した
部分から先端部分に亘つて前記ハウジングに対 して予
め定めた角度だけ傾斜するよう形成されたノズル部と
を備 え る 。



明 細 書

発 明の名称 ：へ ッ ドホ ン装 置

技術分野

[0001 ] 本発 明 は、 ケ一 プル を介 して再 生装 置 と接続 し、再 生装 置 か ら出力 され た

オ ーデ ィオ信 号 を出力 す るへ ッ ドホ ン装 置 に関す る。

背景技術

[0002] 従 来 のヘ ッ ドホ ン装 置 と して、 耳 の 内部 に揷 入 す るィャ一パ ッ ドを備 え、

ケ一 プル を介 して再 生装 置 と電気 的 に接続 し、再 生装 置 か ら出力 され た才 一

デ ィ才信 号 を出力 す るヘ ッ ドホ ン装 置 が知 られ て い る。

[0003] 耳 の 内部 にィャ一パ ッ ドを揷 入 す るタイ プの従 来 のへ ッ ドホ ン装 置 におい

て は、使 用者 の耳 の 内部 へ のへ ッ ドホ ン装 置 の装着性 を向上 す るため に、 ハ

ウジ ングに対 して ィャ一パ ッ ドの突 出角度 を一定角度 だ けオ フセ ッ 卜させ る

ことによ って耳へ の装着性 を向上 させ た ものがあ る （例 えば、特 許 文献 1参

照 ）。

[0004] 図 5 は、 ハ ウジ ングに対 して ィャ一パ ッ ドの突 出角度 を一定角度 だ けオ フ

セ ッ 卜させ た従 来 のへ ッ ドホ ン装 置 をユーザ の耳 に装着 した状 態 を示 す上面

図であ る。

図 5 において は、 上方 向 を使 用者 の耳 の外方 向 と し、 また、 右方 向 を使 用

者 の前 方 とす る。

[0005] 図 5 に示 す よ うに、従 来 のヘ ッ ドホ ン装 置 1 0 0 は、 ハ ウジ ング 2 0 0 及

び ィャ一パ ッ ド4 を備 え る。 ィャ一パ ッ ド4 は、樹 脂 ゴム部 材等 の弾性 体 に

よ り形成 され、 ハ ウジ ング 2 0 0 に対 して前 方 に一定角度 だ けオ フセ ッ 卜し

た状 態 で配設 され て い る。 へ ッ ドホ ン装 置 1 0 0 は、 図示 しな い再 生装 置 か

ら出力 され たオ ーデ ィオ信 号 を図示 しな いケ一 プル を介 してハ ウジ ング 2 0

0 の 内部 に備 え る ドライバ 一ュニ ッ 卜に入力 し、 当該 ドライバ 一ュニ ッ 卜が

オ ーデ ィオ信 号 を音波 と して 出力 す る。 ドライバ 一ュニ ッ 卜によ って 出力 さ

れ たオ ーデ ィオ信 号 の音波 は、 ィャ一パ ッ ドの 内部 を伝 達 して使 用者 の耳 の



内部に放音される。

[0006] ヘッ ドホン装置 1 0 0 を耳 5 0 に装着する場合は、図 5 に示すように、ィ

ャ—パッド4 の先端を耳甲介 5 0 から外耳道 5 0 2 に向けて揷入 し、ィャ

—パッド4 の外周部分が外耳道入り口5 0 3 の内壁によって保持されるよう

にする。このとき、耳 5 0 の外耳道入り口5 0 3 が耳甲介 5 0 1 の内側から

前方に突出しており、ヘッドホン装置 1 0 0 は、ハウジング2 0 0 に対 して

ィャ一パッド4 を使用者の前方にオフセッ卜させて配設させることによって

、ィャ一パッド4 の外周部分が外耳道入り口5 0 3 の内壁に適切に保持され

ることにより、へッドホン装置 1 0 0 の装着性が向上する。

先行技術文献

特許文献

[0007] 特許文献1 ：特開 2 0 0 7 _ 1 8 9 4 6 8 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0008] ハウジングに対 してィャ一パッドの突出角度を一定角度だけオフセッ卜さ

せた従来のへッドホン装置は、使用者がへッドホン装置 1 0 0 を耳 5 0 に装

着 している状態の場合、ハウジング2 0 0 の外周の一部分が、図 5 において

矢印A で示す外耳道入り口5 0 3 の膨 らみ部分を部分的に押圧 し、また、ハ

ウジング2 0 0 が、図 5 において矢印 B で示す耳珠 5 0 4 の膨 らみ部分を押

圧 した状態となる。

[0009] このように、外耳道入り口5 0 3 の膨 らみ部分及び耳珠 5 0 4 の膨 らみ部

分をハウジング2 0 0 が押圧 した状態でへッドホン装置 1 0 0 を長時間装着

すると、外耳道入り口5 0 3 及び耳珠 5 0 4 がハウジング2 0 0 の外周部分

に押圧された状態が長時間継続されるため、外耳道入り口5 0 3 及び耳珠 5

0 4 に痛みが生 じることがある。従来のへッドホン装置 1 0 0 がハウジング

2 0 0 の外周部分が耳 5 0 の外耳道入り口5 0 3 及び耳珠 5 0 4 を長時間押

圧することによって耳 5 0 の内部に痛みが生 じて しまうと、へッドホン装置



1 0 0 の装着性が損なわれて しまう。

[001 0] 本発明は、耳の内部に揷入するィャ一パッ ドを備え、ケ一プルを介 して再

生装置と電気的に接続 し、再生装置から出力されたオーディオ信号を出力す

るヘッ ドホン装置において、耳への装着性を向上すると共に、耳の内部に痛

みを生 じさせて しまうことを防止することができるへッ ドホン装置を提供す

ることを目的とする。

課題を解決するための手段

[001 1] 本願の請求項 1 記載の発明は、ケ一プルを介 して入力端子に入力された才

—ディ才信号を出力するへッ ドホン装置において、ハウジングに固着 し才一

ディ才信号を放音する振動板を有する ドライバ一ュニッ 卜と、一端が前記ハ

ウジングに固着され他端にィャ一パッ ドを保持 し、内部が空洞であって当該

ハウジングに固着 した部分から先端部分に亘って前記/ \ ウジングに対 して予

め定めた角度だけ傾斜するよう形成されたノズル部とを備えることを特徴と

する。

[001 2] 本願の請求項 2 記載の発明は、請求項 1 記載のヘッ ドホン装置において、

前記ノズル部は、一側面の中間部分に外側方向に膨 らんだ外方向湾曲部を備

えることを特徴とする。

[001 3] 本願の請求項 3 記載の発明は、請求項 1 または 2 記載のヘッ ドホン装置に

おいて、前記ノズル部は、一側面の中間部分に内側方向に膨 らんだ内方向湾

曲部を備えることを特徴とする。

[0014] 本願の請求項 4 記載の発明は、請求項 1 乃至 3 のいずれかに記載のヘッ ド

ホン装置において、前記へッ ドホン装置は、前記ハウジングの上方に薄い板

により形成される羽状板部を備えることを特徴とする。

発明の効果

[001 5] 本発明によれば、耳の内部に揷入するィャ一パッ ドを備え、ケ一プルを介

して再生装置と電気的に接続 し、再生装置から出力されたオーディオ信号を

出力するヘッ ドホン装置において、耳への装着性を向上すると共に、耳の内

部に痛みを生 じさせて しまうことを防止することができるへッ ドホン装置を



提供 することがで きる。

図面の簡単な説明

[001 6] [ 図 1] 本発 明の一実施例 のへ ッ ドホ ン装置 を示す側方断面図。

[ 図2] 図 1 に示すへ ッ ドホ ン装置 1 の上方断面図。

[ 図3] 本実施例 のへ ッ ドホ ン装置 1 をュ一ザの耳 に装着 した状態 を示す上面図

[ 図4] 本発 明のヘ ッ ドホ ン装置の他 の例 を示す図で、 図 4 ( a ) はヘ ッ ドホ ン

装置の上面図で、 図 4 ( b ) はヘ ッ ドホ ン装置の前面図。

[ 図5] ハ ウジ ングに対 してィャ一パ ッ ドの突出角度 を一定角度 だけオ フセ ッ 卜

させた従来のへ ッ ドホ ン装置 をユーザの耳 に装着 した状態 を示す上面図。

発明を実施するための形態

[001 7] 本発 明の実施 の形態 を図面 を参照 して説明する。 なお、背景技術及び図 5

で示 した構成要素 と同一の部分 については同符号 を用いる。

[001 8] 図 1 は、本発明の一実施例 のヘ ッ ドホ ン装置 を示す側方断面図である。

ヘ ッ ドホ ン装置 1 は、ハ ウジ ング 2 、 ノズル部 3 、 ィャ一パ ッ ド4 、 ケ一

プル 6 、 ドライバ一ュニ ッ 卜7 及び図示 しない入力端子 を備 える。

図 1 に示すへ ッ ドホ ン装置 1 においては、左方向をへ ッ ドホ ン装置 1 の前

方 と し、上方向をヘ ッ ドホ ン装置 1 の上方 とする。

[001 9] 図 2 は、 図 1 に示すへ ッ ドホ ン装置 1 の上方断面図である。

図 2 に示すへ ッ ドホ ン装置 1 においては、下方向をへ ッ ドホ ン装置 1 の前

方 と し、右方向をへ ッ ドホ ン装置 1 の右側 と し、左方向をへ ッ ドホ ン装置 1

の左側 とする。

[0020] 図 1 及び図 2 に示すように、ハ ウジ ング 2 は、 円筒型 を形成 し、前方 に開

口する凹部 2 0 1 を備 え、下方 に孔 2 0 2 を備 える。 ケ一 プル 6 は、一端 が

ハ ウジ ング 2 の孔 2 0 を介 してハ ウジ ング 2 の内部 に揷入 され、 このハ ウ

ジ ング 2 の内部 で結び 目 6 0 を形成 する。 ケ一 プル 6 は、 この結び 目 6 0

によってハ ウジ ング 2 の内部 か ら下方 に脱落 しないように成 されている。

ハ ウジ ング 2 の内部 で結び 目 6 0 が形成 されたケ一 プル 6 の一端 か らは、



リ一 ド線 6 0 2 が突出 した状態 とされる。

[0021 ] ドライバ一ユニ ッ ト7 は、図示 しない振動板 を備え、ケ一プル 6 の リー ド

線 6 0 2 に電気的に接続 される。 ドライバ一ユニ ッ ト7 は、ハ ウジング 2 の

前方部分の内壁に接着剤等により固着 される。

[0022] ノズル部 3 は、図 1 に示すように、内部が空洞であって、後部 3 0 2 か ら

前部 3 0 1 に亘 つて外形が小さ くなる円錐形 を形成する。 また、 ノズル部 3

は、図 2 に示すように、後部 3 0 2 か ら前部 3 0 1 に亘 つてハ ウジング 2 に

対 して角度 C だけ右側 にオフセ ッ 卜して傾斜するよう形成 されている。本実

施例 においては、 この傾斜角度 を4 0 度 とする。 ノズル部 3 は、後部 3 0 2

か ら前部 3 0 に亘 つてハ ウジング 2 に対 して角度 C だけ右側 に傾斜 してい

ることに付随 して、左の側面の中間部分に外側方向に膨 らんだ外方向湾曲部

3 0 6 を備え、 また、右の側面の中間部分に内側方向に膨 らんだ内方向湾曲

部 3 0 7 を備える。

[0023] ノズル部 3 の後部 3 0 2 は、ハ ウジング 2 の先端部分に接着剤等により固

着 される。 ノズル部 3 は、前部 3 0 1 の前方部分に、円筒形 を形成 し、前後

に貫通する孔 3 0 4 を備えた凸部 3 0 3 を備える。凸部 3 0 3 は、外周の中

央部分に溝部 3 0 5 を備 え る。

[0024] ィャ一パ ッ ド4 は、 ゴム部材等の弾性体により円筒型に形成 され、前後 に

貫通する孔 4 0 1 を備える。ィャ一パ ッ ド4 は、後方の内側部分に鍔部 4 0

2 を備える。ィャ一パ ッ ド4 は、鍔部 4 0 2 が凸部 3 0 3 の溝部 3 0 5 には

め込 まれることによってノズル部 3 の前方に保持された状態 となる。

[0025] ヘ ッ ドホン装置 1 は、ハ ウジング 2 に揷入されたケ一プル 6 の他端 に図示

しない入力端子を備える。 この入力端子は、図示 しない再生装置の出力端子

に接続 される。ヘ ッ ドホン装置 1 は、再生装置の出力端子か ら出力される才

—デ ィ才信号を入力端子によって入力 し、入力端子か ら入力 した才一デ ィ才

信号をケ一プル 6 を介 して ドライバ一ュニ ッ 卜7 か ら放音する。へ ッ ドホン

装置 1 の使用者は、ィャ一パ ッ ド4 を耳にはめ込んだ状態で、再生装置か ら

才一デ ィ才信号を再生させる。 このことにより、再生装置が再生 した才一デ



ィ才信号が入力端子及びケ一プル 6 を介 して ドライバ一ュニッ卜7 によって

放音され、この放音されたオーディオ信号がノズル部 3 の内部を介 してィャ

—パッド4 の孔 4 0 1 の内部に伝達する。これにより、使用者は、ヘッドホ

ン装置 1 を耳に装着 した状態で、へッドホン装置 1 から出力される才一ディ

才信号を聴取することができる。

[0026] 図 3 は、本実施例のヘッドホン装置 1 をュ一ザの耳に装着 した状態を示す

上面図である。

図 3 においては、上方向を使用者の耳の外方向とし、また、右方向を使用

者の前方とする。

[0027] ヘッ ドホン装置 1 を耳 5 0 に装着する場合は、図 3 に示すように、ィャ一

パッド4 の先端を耳甲介 5 0 から外耳道 5 0 2 に向けて揷入 し、ィャ一パ

ッド4 の外周部分が外耳道入り口5 0 3 の内壁によって保持されるようにす

る。このとき、耳 5 0 の内部は、外耳道入り口5 0 3 の内壁が耳甲介 5 0 1

の内側から前方に突出し、また、耳珠 5 0 4 の内壁が耳 5 0 の入り口から内

部に亘って前方に傾斜 しているが、へッドホン装置 1 は、ノズル部 3 が後部

3 0 2 から前部 3 0 に亘つてハウジング2 に対 して角度C だけ右側に傾斜

するよう形成されていることにより、へッドホン装置 1 の装着性を向上させ

ることができる。

[0028] 本実施例のへッドホン装置 1 は、ノズル部 3 の左の側面の中間部分に外側

方向に膨 らんだ外方向湾曲部 3 0 6 を備えるため、ィャ一パッド4 が外耳道

入り口5 0 3 に保持されている状態の場合、ノズル部 3 及び/ \ ゥジング2 の

外周の一部分が図 3 において矢印A で示す外耳道入り口5 0 3 の膨 らみ部分

を部分的に押圧せずに、ノズル部 3 の外方向湾曲部 3 0 6 の表面の広い面積

の部分で外耳道入り口5 0 3 の膨 らみ部分と当接 した状態となる。このよう

に、ノズル部 3 の外方向湾曲部 3 0 6 の表面の広い面積の部分が外耳道入り

口5 0 3 の膨 らみ部分と当接することにより、外耳道入り口5 0 3 の一定面

積当たりに掛かる押圧力が低 くなるため、外耳道入り口5 0 3 に痛みが生 じ

ることを防止することができる。また、本実施例のヘッドホン装置 1 は、ノ



ズル部 3 の右 の側 面 の 中間部 分 に内側 方 向 に膨 らんだ 内方 向湾 曲部 3 0 7 を

備 え るため、 ィャ一パ ッ ド4 が外耳道 入 り口 5 0 3 に保 持 され て い る状 態 の

場合、 ノズル部 3 及びハ ウジ ング 2 の外周部 分 が図 3 において矢 印 B で示 す

耳珠 5 0 4 の膨 らみ部 分 を押 圧 す る ことがな い。

[0029] この よ うに、 本実施例 のへ ッ ドホ ン装 置 1 は、 ノズル部 3 の左側 面 の 中間

部 分 に外側 方 向 に膨 らんだ外方 向湾 曲部 3 0 6 を備 え、 また、 ノズル部 3 の

右側 面 の 中間部 分 に内側 方 向 に膨 らんだ 内方 向湾 曲部 3 0 7 を備 え るため、

使 用者 がへ ッ ドホ ン装 置 1 を長 時 間装着 して も、 外耳道 入 り口 5 0 3 の 内壁

部 分 ゃ耳珠 5 0 4 の 内壁部 分 がへ ッ ドホ ン装 置 1 に押 圧 され続 けて しまい、

耳 5 0 の 内部 に痛 み が生 じて しま うことを防止 す る ことがで きる。

[0030] また、 本実施例 のへ ッ ドホ ン装 置 1 は、 へ ッ ドホ ン装 置 1 を耳 に挿 入 し、

ィャ一パ ッ ド4 の外周部 分 が外耳道 入 り口 5 0 3 の 内壁 によ って保 持 され て

い る状 態 の場合、 ノズル部 3 の外方 向湾 曲部 3 0 6 の表 面 の広 い面積 の部 分

が外耳道 入 り口 5 0 3 の膨 らみ部 分 と当接 す る と共 に耳珠 5 0 4 を押 圧 しな

い ことか ら、 ィャ一パ ッ ド4 の表 面 が外耳道 入 り口 5 0 3 の 内壁 に適切 に当

接 した状 態 で、 ドライバ 一ュニ ッ 卜7 か ら出力 され たオ ーデ ィオ信 号 が ノズ

ル部 3 及び ィャ一パ ッ ド4 の 内部 を介 して適切 に耳 5 0 の外耳道 5 0 2 に伝

達 す るため、 へ ッ ドホ ン装 置 1 によ って 出力 す るオ ーデ ィオ信 号 の音 質 を向

上 させ る ことがで きる。

[0031 ] 本 実施 例 のへ ッ ドホ ン装 置 1 は、 図 2 に示 す よ うに、 ノズル部 3 が後部 3

0 2 か ら前部 3 0 に亘 つてハ ウジ ング 2 に対 して 4 0 度 だ け右側 に傾斜 す

るよ う形成 され て い る構成 と したが、 この傾斜 角度 は、使 用者 の耳 の形状 に

合 わせ て 4 0 度 以外 の どの よ うな角度 で も良 い し、 また、例 えば、 ノズル部

3 の傾斜 角度 を 自由 に変化 させ る ことがで きる構成 と し、使 用者 の好み に合

わせ て ノズル部 3 の傾斜 角度 を任意 の角度 に変 更 で きる構成 と して も良 い。

[0032] 本実施例 のへ ッ ドホ ン装 置 1 は、 ノズル部 3 の左 の側 面 の 中間部 分 に外側

方 向 に膨 らんだ外方 向湾 曲部 3 0 6 を備 え、 また、 ノズル部 3 の右 の側 面 の

中間部 分 に内側 方 向 に膨 らんだ 内方 向湾 曲部 3 0 7 を備 え る構成 と したが、



耳 5 0 の耳珠 5 0 4 の膨 らみにノズル部 3 の外周が当接することに使用者の

違和感がない場合は、ノズル部 3 の右の側面の中間部分に内側方向に内方向

湾曲部 3 0 7 を備えず、ノズル部 3 の左の側面の中間部分に外側方向に外方

向湾曲部 3 0 6 のみを備える構成としても良い。

[0033] また、本実施例のヘッドホン装置 1 は、ノズル部 3 の左の側面の中間部分

に外側方向に膨 らんだ外方向湾曲部 3 0 6 を備え、また、ノズル部 3 の右の

側面の中間部分に内側方向に膨 らんだ内方向湾曲部 3 0 7 を備える構成とし

たが、耳 5 0 の外耳道入り口5 0 3 の膨 らみにノズル部 3 の外周の一部分が

部分的に当接することに使用者の違和感がない場合は、ノズル部 3 の左の側

面の中間部分に外側方向に外方向湾曲部 3 0 6 を備えず、ノズル部 3 の右の

側面の中間部分に内側方向に内方向湾曲部 3 0 7 のみを備える構成としても

良い。

[0034] 本実施例のへッドホン装置 1 は、再生装置からオーディオ信号を入力する

ケ一プル 6 を備える構成としたが、ケ一プル 6 を備えずに、例えば、再生装

置からのオーディオ信号を無線によって ドライバ一ュニッ卜7 が入力する構

成としても良い。このように、再生装置からのオーディオ信号を無線によつ

て ドライバ一ュニッ卜7 が入力する構成とすることにより、へッドホン装置

1 にケ一プル 6 を備える必要がなくなるため、使用者が歩行 している場合や

、ジョギングしている場合において、ヘッドホン装置 1 の装着性を一層向上

させることができる。

[0035] 次に、本発明のへッドホン装置の他の例について説明する。

[0036] 図 4 は、本発明のヘッドホン装置の他の例を示す図で、図4 ( a ) はへッ

ドホン装置の上面図で、図4 ( b ) はヘッドホン装置の前面図である。

図4 ( a ) においては、下方向をヘッドホン装置の前方とし、右方向をへ

ッドホン装置の右側とし、左方向をへッドホン装置の左側とする。

図4 ( b ) においては、上方向をヘッドホン装置の上方とし、右方向をへ

ッドホン装置の右側とし、左方向をへッドホン装置の左側とする。

[0037] 本発明のへッドホン装置の他の例においては、前述 した一実施例のへッド



ホン装置 1 の構成 に後述する羽状板部 を追加 したのみの構成であるため、前

述 した各構成 についての説明は省略する。

[0038] 図 4 に示すように、へ ッ ドホン装置 1 0 は、前述 したへ ッ ドホン装置 1 の

各構成 に加えて羽状板部 8 を備える。

[0039] 図 4 ( b ) に示すように、羽状板部 8 は、 ゴム部材、 プラスチ ック部材等

の弾性体か ら成 り、羽根型を成 した薄い板 により形成 される。羽状板部 8 は

、ハ ウジング 2 の前部の上方に配設されるように下方部分が/ \ ゥジング 2 の

前方部分に固着 される。

[0040] ヘ ッ ドホン装置 1 0 を耳に装着する場合は、図 3 で説明 したのと同様 に、

ィャ一パ ッ ド4 の先端 を耳の内部 に向けて揷入 し、ィャ一パ ッ ド4 の外周部

分が外耳道入 り口の内壁によって保持されるようにすると共に、ハ ウジング

2 の上方に配設された羽状板部 8 を耳甲介の窪み部分に揷入する。 このこと

により、へ ッ ドホン装置 1 0 は、ィャ一パ ッ ド4 が耳の内部 に揷入されると

共に、羽状板部 8 が耳甲介の上方の内壁に当接 した状態 となる。 このため、

へ ッ ドホン装置 1 0 は、羽状板部 8 が耳甲介の上方の内壁に当接 した状態 と

なることにより、羽状板部 8 を介 して耳甲介の窪み部分に正確 に保持された

状態 となる。

[0041 ] このように、本実施例の他の例のへ ッ ドホン装置 1 0 は、前述 したへ ッ ド

ホン装置 1 と同様 に、 ノズル部 3 の左の側面の中間部分に外側方向に膨 らん

だ外方向湾曲部 3 0 6 を備えるため、 ノズル部 3 及びハ ウジング 2 の外周の

一部分が外耳道入 り口の膨 らみ部分を部分的に押圧せずに、 ノズル部 3 の外

方向湾曲部 3 0 6 の表面の広い面積の部分で外耳道入 り口の膨 らみ部分 と当

接 した状態 とな り、 また、 ノズル部 3 の右の側面の中間部分に内側方向に膨

らんだ内方向湾曲部 3 0 7 を備えるため、 ノズル部 3 及びハ ウジング 2 の外

周部分が耳珠の膨 らみ部分を押圧することな く耳に装着することができるこ

とに加えて、羽状板部 8 が耳甲介の上方の内壁に当接することによってへ ッ

ドホン装置 1 0 を耳甲介の窪み部分に正確 に保持させることができる。 この

ため、外方向湾曲部 3 0 6 及び内方向湾曲部 3 0 7 と耳の内部の内壁 との間



に隙間で生 じて しまった場合でも、羽状板部 8 が耳甲介の上方の内壁に当接

することによってへッドホン装置 1 0 が耳甲介の窪み部分に正確に保持され

ることにより、へッドホン装置 1 0 を耳に装着 している間にィャ一パッド4

が耳の内部から抜け落ちて しまったり、ィャ一パッド4 の装着位置がズレて

しまうことを防止することができる。

[0042] 本実施例の他の例のへッドホン装置 1 0 は、羽状板部 8 が羽根型を成 した

薄い板により形成されてハウジング2 の前部の上方に配設されるようハウジ

ング2 に固着する構成としたが、耳甲介の窪み部分に揷入可能であれば羽根

型以外にもどのような形状でも良く、また、羽状板部 8 をハウジング2 に固

着 しないで、例えば、ィャ一パッド4 やノズル部 3 に固着する構成としても

良い。

[0043] 本実施例の他の例のへッドホン装置 1 0 は、羽状板部 8 がハウジング2 に

固着する構成としたが、羽状板部 8 がへッドホン装置 1 0 のハウジング2 や

ノズル部 3 から着脱可能なように構成されていても良い。この場合、例えば

、ハウジング2 の上面部分に凹部を備えると共に羽状板部 8 の下方の根元部

分に凸部を備え、羽状板部 8 の凸部をハウジング2 の凹部に挿入可能とする

ことによって羽状板部 8 をハウジング2 から着脱可能とする。このことによ

つて、ュ一ザの好みに応 じてヘッドホン装置 1 0 に羽状板部 8 を備えた状態

と備えない状態に変化させることができるので、ユーザの用途、使い心地等

に応 じてへッドホン装置 1 0 を装着する場合の利便性を向上させることがで

きる。

[0044] 本実施例の他の例のへッドホン装置 1 0 は、羽状板部 8 が薄い板により形

成されてこととしたが、薄い板の部材以外にも、例えば、薄いメッシュ素材

によって形成されていても良いし、また、羽状板部 8 の表面に凹凸や複数の

孔を備えた構成としても良い。このことにより、羽状板部 8 が耳に触れたと

きの装着感を向上させることができるので、へッドホン装置 1 0 を耳に装着

した場合の装着性を一層向上させることができる。

産業上の利用可能性



[0045] 本発明は、ケ一プル を介 して再生装置 と接続 し、再生装置か ら出力された

オーデ ィオ信号 を出力するヘ ッ ドホ ン装置 に有用に用いることがで きる。

符号の説明

[0046] ヘ ッ ドホ ン装置、 2 ハ ウジング、 2 0 1 凹部、 2 0 2 孔、

3 ノズル部、 3 0 前部、 3 0 2 後部、 3 0 3 凸部、 3 0 4 孔、

3 0 5 溝部、 3 0 6 外方向湾曲部、 3 0 7 内方向湾曲部、

4 ィャ一パ ッ ド、 4 0 1 孔、 4 0 2 鍔部、 6 ケ一プル、

6 0 1 結び 目、 6 0 2 リー ド線、 7 ドライバ一ユニ ッ ト、 8 羽状板

部、

5 0 耳、 5 0 1 耳 甲介、 5 0 2 外耳道、 5 0 3 外耳道入 り口、 5 0

4 耳珠、

1 0 ヘ ッ ドホ ン装置、 1 0 0 ヘ ッ ドホ ン装置、 2 0 0 ハ ウジング



請求の範囲

[ 請求項 1] ケ一 プル を介 して入力端子に入力されたオーデ ィオ信号 を出力する

へ ッ ドホ ン装置 において、

ハ ウジングに固着 しオーデ ィオ信号 を放音する振動板 を有する ドラ

ィノく一 ュ ニ ッ 卜と、

—端が前記ハ ウジングに固着 され他端 にィャ一パ ッ ドを保持 し、 内

部が空洞であ って当該ハ ウジングに固着 した部分か ら先端部分 に亘 っ

て前記 / \ ウジ ングに対 して予め定めた角度だけ傾斜するよう形成 され

た ノズル部 とを備 えることを特徴 とするへ ッ ドホ ン装置。

[ 請求項 2 ] 請求項 1 記載のへ ッ ドホ ン装置 において、

前記 ノズル部 は、一側面の中間部分 に外側方向に膨 らんだ外方向湾

曲部 を備 えることを特徴 とするへ ッ ドホ ン装置。

[ 請求項3] 請求項 1 または 2 記載のへ ッ ドホ ン装置 において、

前記 ノズル部 は、一側面の中間部分 に内側方向に膨 らんだ内方向湾

曲部 を備 えることを特徴 とするへ ッ ドホ ン装置。

[ 請求項4] 請求項 1 乃至 3 のいずれかに記載のへ ッ ドホ ン装置 において、

前記へ ッ ドホ ン装置は、前記ハ ウジングの上方 に薄い板 によ り形成

される羽状板部 を備 えることを特徴 とするヘ ッ ドホ ン装置。
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る文献 （理 由を付す） 上の文献 との、当業者 に とって 自明である組合せ に

Γθ 」 口頭 に よる開示、使用、展示等 に言及す る文献 よって進歩性 がない と考 え
ΓΡ 」国際出願 日前 で、かつ優先権の主張の基礎 とな る出願 Γ& 」 同一パ テ ン トフ ァ ミ リー 文献

国際調査 を完 了 した 日 国際調査報告 の発送 日
0 5 . 2 . 2 0 1 2 8 . 2 . 2 0 1 2

国際調査機 関の名称及 びあて先 特許庁審査官 （権限のあ る職員） 5 Z 4 4 5 3

日本 国特許庁 （I S A J Ρ ) 大野 弘
郵便番 号 1 0 0 — 8 9 1 5

東京都千代 田区霞が関三丁 目4 番 3 号 0 3 - 3 5 8 1 - 1 1 0 内線 3 5 9

様式 P C T l S A 2 1 0 (第 2 ペ ージ） （2 0 0 9 年 7 月）
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